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人生にきっと役立つ！
非認知能力を育てよう特 集



認知能力とは、協調性や自己肯
定感、コミュニケーション能力や
粘り強さなど、日常生活・社会活動

において重要な能力のことをいいます。
偏差値やIQ（知能指数）など、数値で表せる
「認知能力」とは異なり、測定することが
難しい力でもあります。
　また、非認知能力は、学力やウェルビー
イング（心身と社会的な健康）の高さや、問題

行動の抑制などにも関連があることが明らか
になってきました。社会の変化に伴い、自然
と身に付けることが難しくなってきている
ため、非認知能力を高める教育が求められて
います。
　教育現場では、あらためて非認知能力
の大切さを共有し、子どもたちが社会生活
を送る上で役立つ力の育成に向けた取り
組みを進めています。

非

　「非認知能力」は、まだそれほど馴染みのない言葉ですが、社会で生きる上で欠かせない能力です。
今回の特集では、非認知能力の大切さや、育成に向けた教育現場での取り組みを紹介します。

人生にきっ
と役立つ！
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あなたが勉強以外で頑張っていることは？あなたが勉強以外で頑張っていることは？

神戸中学校生徒会役員の皆さん
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リーダーシップ

認認 知知 能能 力力 とと 非非 認認 知知 能能 力力

　以下の能力は、非認知能力の例です。非認知能力という言葉にはあまり馴染みが
なくても、その中身は、誰もが知っているものばかりだと気が付きます。子どもだけでな
く大人にとっても、社会で生きる上で、生涯にわたって役立つ能力です。

非認知能力の例

認知能力と非認知能力の
どちらも大事！バランスよく
身に付けていきたいですね。

こうしてみると、非認知能力は
“特別な新しい力”ではなく、
今までも大切にされてきた力
だと分かりますね。

　非認知能力は幼児教育で育まれるものとの印象が強いですが、
小学校や中学校での教育も非常に大切です。能力の重要性を意識
するきっかけを与えることで、育てることができます。非認知能力は、
将来子どもたちが社会で心身ともに健康に生きていく上で大事な力
です。非認知能力を伸ばすために、子どもが何かに取り組むときには、
周りの大人も一緒に共有し、挑戦する姿を近くで見守りましょう。
成功体験を積み重ねることで、非認知能力が向上していきます。

小学校や中学校でも伸ばせる非認知能力小学校や中学校でも伸ばせる非認知能力小学校や中学校でも伸ばせる非認知能力小学校や中学校でも伸ばせる非認知能力小学校や中学校でも伸ばせる非認知能力小学校や中学校でも伸ばせる非認知能力小学校や中学校でも伸ばせる非認知能力小学校や中学校でも伸ばせる非認知能力

皇學館大学

教授　渡邉 賢二 さん
わたなべ けんじ

思いやり
応用力

コミュニケーション
能力

行動力

判断力

想像力
工夫する力

粘り強さ
やる気

集中力

自己肯定感

協調性
自制心

物事に対する考え方、取り組む姿勢など、日常生活・社会活動に
おいて発揮される力

非認知能力とは 

認知能力とは IQや学力、言語力や計算能力など、学力テストを含む知能検査で
測定できる力

2023・11・5 3



本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」本市が重点的に育成に取り組む4つの「非認知能力」

　本市では、非認知能力の中でも特に4つの力を大切にして、ワーキンググループでの
検討や授業を通じて能力の育成に取り組んでいきます。

　計画的に勉強したり、規則正しい生活をしたりするときに
役立ちます。良好な人間関係の構築にもつながります。

　勉強や部活動などにおいて最後までやり遂げることができ、
人生の夢や目標を達成するときにも役立ちます。

　誰かと一緒に行動したり協力したりするときに役立ちます。
善悪の判断や、思いやりのある行動にもつながります。

目標に向かって諦めずに頑張ることができる力のこと

や り ぬ く 力

　自信を持ち、ありのままの自分を認めることで、自分自身を
大切にできます。積極的な行動にもつながります。

自分を大切に思えること、
自分には良いところがあると思えること

自 己 肯 定 感

感情や行動をコントロールすること

自 制 心

困っている人を助けること、協力して活動すること

社 会 性
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子どもの非認知能力
の向上に向けて、学校で
できる取り組みを検討し、
実践し始めています。

教育指導課 職員

今回の特集に関するご意見・ご感想は教育指導課
 　382-9028　 383-7878　 kyoikushido@city.suzuka.lg.jp

　市内の小・中学校では、非認知能力を扱った授業を行って
います。4つの非認知能力が具体的にどんな力なのかを学んだ
上で、これまでの自分を振り返りつつ、これから自分が伸ばして
いきたい非認知能力について考え、発表します。
　例えば「やりぬく力」では「部活動で点差が開いても諦めずに
プレーする」「分からない問題があっても空白ではなく、最後
まで考えて答えを書く」、「社会性」では「重いものを持って
いる人や転んだ人を積極的に助ける」など、それぞれの力を
どのように発揮していくかについて、生徒たちからたくさん
意見が出ていました。

▲大木中学校での授業の様子

非認知能力について考える授業

　社会の変化に伴い、目標を持って学び続けることが大切と言われる
ようになりました。将来、社会に羽ばたく子どもたちが、それぞれの目標に
向かって生きていくために、また、豊かな人生を切りひらくために、認知能力
だけでなく非認知能力も一緒に育んでいくことが求められています。数値化
しにくいといわれる非認知能力ですが、本市では有識者を交えたワーキング
グループ会議などを行い、児童・生徒へのアンケートなどを通して「見え

る化」する方法を探ってい
るところです。
　子どもたちの非認知能力
の向上に大切なのは、周りの
大人たちの意識です。家庭・
地域・学校現場が一丸と
なって、非認知能力について
理解し、意識的に関わって
いくことが重要です。▲ワーキンググループ会議の様子

　今まで部活動で「やりぬく力」を
大事にしてきた。

　これから「社会性」を
伸ばしていきたい。

鈴鹿市教育長

廣田 隆延
ひろ た たかのぶ
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　犬・猫が迷子になったときは、近隣を探す
だけでなく鈴鹿保健所（　382-8674）また
は鈴鹿警察署（　380-0110）へ連絡して
ください。
　なお、保健所に一時保護されている迷子
犬の情報は、（公財）三重県動物管理事務
所の迷子犬情報のページに掲載されます。
※ペットの失踪、犬猫の飼い
方指導、野犬の目撃、犬の
放し飼いなどに関すること
は、鈴鹿保健所へお問い
合わせください。

2023・11・56

飼い主の皆さんは次のマナーを守ってください

環境政策課　　382 - 9 0 1 4　　38 2 - 2 2 1 4
　 kankyoseisaku@city .suzuka. lg . jp 

ペットの飼い主はマナーを
守りましょう
ペットの飼い主はマナーを
守りましょう
　ペットは私たちの生活に安らぎを与えてくれる大切なパートナーです。
飼い主一人一人が、近隣環境への配慮とマナーを守り、責任と愛情をもって
最後まで飼育しましょう。

　ペットは私たちの生活に安らぎを与えてくれる大切なパートナーです。
飼い主一人一人が、近隣環境への配慮とマナーを守り、責任と愛情をもって
最後まで飼育しましょう。

ペットのマナー 情報館 ❶

●飼い犬の登録と狂犬病
予防注射を必ず受ける

●各種届出をする
※ペットショップなどにて登録済みの犬を購入さ
れた場合は、新たな飼い主の方は必ず環境政
策課窓口で名義変更の手続きをお願いします。

※狂犬病予防法により生後91日以上の犬の
飼い主は、犬の登録が義務付けられています。
環境政策課窓口または市内の動物病院で
手続きが可能です。

犬の飼い主の皆さんへ

猫の飼い主の皆さんへ

飼い犬・猫が失踪したときは ペットの不妊・去勢手術

犬・猫へのマイクロチップ装着と
情報登録が義務化されました●猫の首輪に迷子札を付け

　ておく
●屋内での飼育に努める

　令和４年6月1日から、ペットショップやブリーダーなどが販売
する犬・猫へのマイクロチップの装着と情報登録が義務化され
ました。今後マイクロチップが装着
された犬・猫を飼う場合は、30日
以内に飼い主の情報を変更する
手続きが必要です。詳しくは環境省
ホームページをご覧ください。

　犬や猫は一度にたくさんの子を産みます。多頭飼育崩壊は、
社会問題にもなっています。責任をもって世話ができるかを
よく考えて、愛情をもって最後まで飼いましょう。また、繁殖を
望まない場合は避妊・去勢手術を検討しましょう。

ペット防災手帳を配布しています
　災害時にペットと飼い主が共に安全に避難し、被災後も安
心して生活できるよう、市ではペット防災手帳を配布しています。
配布場所　環境政策課、地区
　市民センター、市内動物病院
※市ホームページでも入手できます。

※屋外飼育は、ふんや尿など近隣
住民への迷惑になったり、病気や
交通事故に遭ったり
　する可能性が高くなり
　ます。

●散歩中の犬のふんは飼い主
　が責任をもって持ち帰る
●散歩するときは、リードなどが
　外れないように気を付ける
●無駄吠えで近隣の迷惑になら
　ないようにしつける
●犬鑑札と狂犬病注射済票や
　迷子札などを首輪などに必ず
　付ける

環境省
ホームページ

市
ホームページ
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児童虐待とは

DV（ドメスティックバイオレンス）とは

子ども家庭支援課　　382-9140　　382-9142
　 　kodomokateishien@city.suzuka.lg.jp  

児童虐待・DVを許さない社会を
目指しましょう
児童虐待・DVを許さない社会を
目指しましょう
　11月はオレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン、11月12日から25日
までは女性に対する暴力をなくす運動週間です。どんな理由があっても暴力は
許されません。暴力を許さないためには、未然の防止と早期の対応が必要です。 

　11月はオレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン、11月12日から25日
までは女性に対する暴力をなくす運動週間です。どんな理由があっても暴力は
許されません。暴力を許さないためには、未然の防止と早期の対応が必要です。 

児童虐待・DV防止情報館 ❷

殴る、蹴る、叩く　など
子どもの目の前で家族
に対して暴力をふるう、
暴言　など

　あなたの連絡・相談が、子どもを守り、子育てに
悩む保護者を支援する大きな一歩となります。
虐待かもと思ったら迷わずに「189」に電話をして
ください。連絡は匿名で行うこともできます。また、
連絡者や連絡内容
に関する秘密は守ら
れます。

子どもへの性的行為、
ポルノ写真の被写体に
する　など 

車の中に放置する、
食事を与えない　など

子ども家庭支援課
三重県女性相談所
（三重県配偶者暴力
相談支援センター）
鈴鹿警察署

　382-9140　平日８時30分～１７時１５分
　059-231-5600　月･火･木･金曜日　
　（9時～17時）、水曜日（9時～20時）
　※年末年始を除く　
　380-0110 （代表）

　「児童虐待の防止等に関する法律」では、次の4つが虐待と定められています。 

　DVという用語について明確な定義はありませんが、「配偶者や恋人など親密な
関係にある、またはあった者からふるわれる暴力」という意味で使用されることが多く、
次の4つに分けられます。 

　自分自身の安全・将来を第一
に考え、一人で抱え込まず、まず
は相談してください。また、身近な
人がパートナーからの暴力で悩
んでいる場合は、それはDVだと
伝え、相談機関へ連絡するよう
勧めてください。  

身体的虐待 心理的虐待 ネグレクト 性的虐待

殴る、蹴る、髪を引っ
張る、首を絞める　など

無視する、大声で怒鳴
る、家族や友人との付
き合いを制限する　など

嫌がっているのに性的
行為を強要する、中絶
を強要する　など

生活費を渡さない、外で
働くことを妨害する　
など

身体的暴力 精神的暴力 経済的暴力 性的暴力

あなたの電話で救われる子どもがいます

1人で悩まずご相談ください

啓発事業を行います
　三重県の「子どもを虐待から守る条例」に基
づく児童虐待防止啓発活動の一環として、児
童虐待防止のシンボルである「オレンジリボン」
ツリーの展示やメッセージ募集を行います。

と　き　11月11日㈯10時～12時
ところ　イオンモール鈴鹿

相談先 電話番号
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職員数に関する状況
◆新規採用者数

(単位：人) (単位：人)
(単位：人)

(単位：人)

(単位：人)

区　　　分
フルタイム勤務 短時間勤務

合　計新　規 更　新 新　規 更　新
1
2
0
2
5

0
1
0
2
3

7
2
2
1
12

45
2
9
5
61

53
7
11
10
81

※フルタイム勤務は、週38時間45分勤務で、短時間勤務は週15時間
30分～31時間勤務です。
※新規は令和5年度からの再任用職員数です。

区　　　分 定年
退職

早期
退職

普通退職
ほか 合　計 再任用

退職職員
16
4
4
3
27

4
1
1
0
6

13
1
1
2
17

33
6
6
5
50

19
5
6
0
30

区　　　　分 職　員　数 令和5年度の職員数の増減状況
部　　　　門 令和5年 前年比 主 な 増 減 理 由

一 般 行 政 部 門

特 別 行 政 部 門

公営企業等部門

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生
労 働
農 林 水 産
商 工
土 木

教 育
消 防

水 道
下 水 道
そ の 他

915
11
228
69
305
80
1
34
20
167
375
162
213
159
65
38
56

1,449

令和3年 令和4年

907
11
249
67
289
82
1
32
17
159
374
165
209
157
66
38
53

1,438

906
11
227
69
300
87
1
33
18
160
377
164
213
159
66
37
56

1,442

9
0
1
0
5

△7
0
1
2
7

△2
△2
0
0

△1
1
0
7

 

保育所の適正な人員配置のための増加
組織改編による減少

業務の見直し

※職員数は、非常勤職員などを除きます。
総　　合　　計

◆再任用職員の状況(令和5年4月1日現在)

◆退職者数(令和4年4月1日～令和5年3月31日)

◆部門別職員数（令和5年4月1日現在）

市長部局ほか
教育委員会
消 防 本 部
上下水道局
合 計

市長部局ほか
教育委員会
消 防 本 部
上下水道局
合 計

事務（一般）
技術（土木）
技術（建築）
技術（電気）
保 育 士
保 健 師
消 防
労務（調理員）

合 計

19
5
3
2
10
7
8
4

58

（9）
（0）
（1）
（0）
（10）
（5）
（0）
（4）

（29）

職　　種 採用者数
(うち女性)

令和4年度
（令和4年4月1日採用）

事務（一般）
技術（土木）
技術（電気）
技術（建築）
保 育 士
保 健 師
消 防
労務（調理員）

合 計

20
6
1
3
10
1
8
5

54

（13）
（0）
（0）
（1）
（10）
（1）
（1）
（2）

（28）

職　　種 採用者数
(うち女性)

令和5年度
（令和5年4月1日採用）

人事課　　382 - 7 6 0 2　　38 2 - 2 2 1 9
j i n j i @ c i t y . s u z u k a . l g . j p

　市職員の定員管理・給与について、皆さんに知っていただくため、
その状況をお知らせします。

市の人事行政の運営状況を
お知らせします
市の人事行政の運営状況を
お知らせします

人事行政運営状況情報館 ❸
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人事行政運営などについて詳しくは、市ホームページ（　https://www.city.suzuka.lg.jp/gyosei/jinji/jinjigyosei/index.html）をご覧ください。

住民基本台帳人口
（令和4年度末）

歳 出 額
(A) 実質収支 人 件 費

(B)
人件費率
(B／A)

（参考）
令和3年度の人件費率

※人件費には、一般職員の給料や職員手当のほか、市長・副市長・常勤監査委員・市議会議員などの特別職に属する職員の給料や報酬などが含まれています。

人件費の状況（令和4年度普通会計決算）

給与の状況（令和5年4月1日現在）

19.8％19.1％13,833,810千円947,843千円72,262,247千円195,958人

円 期末手当 勤勉手当 ※職制上の段階、職務の級などによる

　６月期 月分 月分 　 加算措置があります。

１２月期 月分 月分 ※管理職職員のうち、部長級職員は
円

月分 月分
 　６月期・１２月期の期末手当を０.２月分
　 勤勉手当に振り替えます。

1.200
1.200

2.400

0.950
1.050

2.00

期 末 手 当・勤 勉 手 当

43歳9月 合 計

区　　分

一般行政職

教 育 職 365,970

平均年齢

324,348 42歳0月

平均給料月額

円 円 円 円

円 円154,900 234,550 ― 円371,800 円386,500

経験年数30年経験年数20年経験年数10年

大学卒

決定初任給

188,700 271,117 362,787 385,416 円401,555

経験年数25年

一般行政職

区　　　分

高校卒

※職員の給料は、職務や学歴、経験年数によって決められます。

◆初任給および経験年数別・学歴別平均給料月額

◆職員の平均給料月額・平均年齢および期末・勤勉手当

◆特別職の報酬など

期末手当市　　　長
　６月期副　市　長
１２月期

議　　　長 　６月期

副　議　長 １２月期
議　　　員

※市長などの特別職の報酬などについては、公正を期するため、市内各界の代表者、学識経験者などで構成する｢特別職報酬等審議会」の
　答申を受けて、条例で定められています。

報酬（給料）月額

合 計

合 計

期 末 手 当

月分2.025

月分3.60

月分2.175
月分4.20
月分1.725

区　　分

区　分 内　　　　容

円539,000

円485,000

円1,058,000

月分1.875

円510,000

円816,000
常勤監査委員

円613,000

◆扶養手当、住居手当、通勤手当

扶養手当

自ら居住するための住宅を借り受け、月額16,000円を超える
家賃を支払っている職員住居手当

交通機関（電車・バスなど）を利用する職員

通勤手当 交通用具（自動車・バイク・自転車など）を使用する職員

※ほかに、単身赴任手当、時間外勤務手当、休日勤務手当、夜間勤
　務手当、特殊勤務手当、管理職手当、地域手当などがあります。

◆退職手当
（支給率）

勤続２５年

勤続３５年

退職手当 最高限度額

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（2％～45％加算）

千円 千円 千円

※退職手当の１人当たり平均支給額は、令和４年度に退職した
　 全職種に係る職員に支給された平均額です。

※満１６歳の年度初めから
　満２２歳の年度末までの子 各 円加算5,000

月分47.7090

月分33.27075

月分47.7090

子以外の扶養親族 行政職給与表8級 円3,500

早期退職･
定年

20,565 5,585

子 円10,000
各

子以外の扶養親族 行政職給与表7級以下 円6,500各

15,884

平　　均
令和４年度

平均支給額

自己都合等

最高支給限度額 円28,000

2㎞以上の距離区分に応じて 円～ 円3,500 31,600

最高支給限度額 円55,000

※一般職員と同じように
　加算措置があります。
　（加算率20％）　

月分

月分

月分47.7090

28.0395

39.7575

【自己都合】 【早期退職・定年】
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上下水道事業の経営状況情報館 ❹
経営企画課　368-1663　　368-1688  
　keieikikaku@city.suzuka.lg. jp

　上下水道局は、上下水道事業を将来にわたって安定的に継続していくために、「上下
水道事業経営戦略（改定版）」（計画期間：平成29年度～令和8年度）に基づき経営して
います。今回は、令和４年度の水道事業と下水道事業の経営状況をお知らせします。

上下水道事業の経営状況をお知らせします上下水道事業の経営状況をお知らせします

水道事業
投資状況

　南海トラフ地震などの大規模災害時にも安定的に
水道水を供給できるよう、基幹管路と水道施設の耐
震化を投資目標としています。
　令和4年度は、供給量の多い大口径の水道管を
中心に、老朽管の更新に合わせて耐震化を行い、基
幹管路の耐震化率は42％になりました。また、平成29
年度から整備を進めてきた住吉配水池の運用を令
和4年度に開始したことにより、配水池の耐震化率は
96％に上昇しました。

　中長期的に健全な経営を行えるよう、計画期間を
通して一事業年度の支払いのために必要な運転
資金を確保することと、将来世代に過度な負担を残
さないよう、一人当たり企
業債残高を抑制すること
を財源目標としています。
　令和4年度は、どちらも
おおむね計画どおりでした。

財政状況

投資目標（令和8年度）令和4年度実績値
基幹管路の
耐震化率

◆水道事業の投資◆
◆水道事業の財源◆

水道施設の
耐震化率

※（）内の数字は、企業債残高の総額

※経費回収率：処理費用がどの程度使用料収入で賄えているかを表す指標
※汚水処理人口普及率：汚水処理施設（公共下水道、農業集落排水処理
　施設、合併処理浄化槽）がどの程度普及しているかを表す指標

42%

79%

96%

送
水
場
配
水
池

49%

79%

96%

財源目標（令和8年度）令和4年度実績値

運転資金

一人当たり
企業債残高

31.9億円

6万7,100円
（131.4億円）

約5万8,000円
（112.2億円）

約15億円以上を維持

◆公共下水道事業の投資◆
投資目標（令和8年度）令和4年度実績値

累計整備面積

汚水処理
人口普及率

2,314ha

93.7％

2,506ha

95％

下水道事業
投資状況

　公共下水道事業は、汚水処理施設の新規整備
や汚水処理人口普及率の向上などを投資目標とし
ています。令和4年度は、牧田、玉垣、栄地区などを
中心に整備を進め、累計整備面積は2,314ha、汚水
処理人口普及率は93.7％になりました。
　農業集落排水事業は、すでに施設整備が完了
しているため、維持管理費用の平準化を投資目標と
しています。令和4年度の維持管理費用は、おおむね
計画どおりでした。

　公共下水道事業は、経費回収率の向上と基準
外繰入金の抑制を財源目標としています。令和4年
度は、どちらも計画値とおおむね同程度でした。
　農業集落排水事業についても、経費回収率の
向上と基準外繰入金の抑制を財源目標としていま
す。令和4年度は、どちらも計画値とおおむね同程度
でした。

財政状況

◆農業集落排水事業の財源◆
財源目標（令和8年度）令和4年度実績値

経費回収率 57.6％ 58％

◆公共下水道事業の財源◆
財源目標（令和8年度）令和4年度実績値

経費回収率 90.4％ 90％



とき／11月27日㈪13時30分～15時
30分　ところ／稲生公民館　内容／
歌謡曲・民謡などに詩吟をはさんで
楽しみます。お腹からいっぱい声を
出して、ストレス解消・健康増進に　
講師／薮田龍啓　参加料／無料

対象／どなたでも　とき／11月10日
㈮10時～11時30分、13時30分～15時、
11日㈯13時30分～15時　ところ／友
の家(土師町464-2)　内容／物価高に
負けないお金の生かし方を学ぶ　参
加料／300円

内容／仕事関係や人間関係など、悩み
を持つ方の相談を受け付けています。
企業勤務、大学講師の経験を生かし、
精神的なバックアップやアドバイスを
します。　相談料／無料　※詳しくは、
電話でお問い合わせください。

とき／11月19日㈰14時30分開演
(14時開場)　ところ／イスのサン
ケイホール鈴鹿　演奏曲／プスタ、
YOASOBIメドレー、大河ドラマメ
ドレーなど　入場料／無料

対象／本人、家族、関心のある方ど
なたでも　とき／11月8日㈬13時
～15時　ところ／牧田コミュニ
ティセンター　内容／悩み相談、
情報交換、介護家族の交流　参加
料／100円

対象／どなたでも　とき／火・木・土・日曜
日19時～21時　ところ／市武道館ほか　
内容／元気に楽しく。そして強く。礼法と受
身を身につけて相手を思いやる気持ちと
強い体を作ろう。　申込み／電話または
ホームページ(鈴鹿錬成会で検索)で

対象／稽古 (土曜日の夜、白子近辺で実施予定)
と演劇公演に参加できる方　公演日／令和6年2
月25日㈰　ところ／ふれあいセンター  ふれあい
ホール　内容／「鈴鹿の昔話」に役者として参加
していただける方の募集　参加料／無料　申込
み／電話またはショートメール(SMS)で

とき／12月16日㈯10時～12時　ところ
／男女共同参画センター  ホール　内容
／気候変動が問題になっている中、「鈴
鹿市地球温暖化対策実行計画（区域施
策編）」を学びます。　講師／環境政策
課職員　参加料／100円

とき／第1・3・5木曜日18時45分～20時
45分、第2・4土曜日9時45分～11時45分　
ところ／三浜文化会館(四日市市海山道
町1-1532-1)または海蔵地区市民セン
ター(四日市市東阿倉川622-1)　参加
料／月3,500円+積立500円　※見学可

試験日／A日程：12月7日㈭、B日程：令和6
年1月11日㈭　申込み／A日程：11月6日㈪
～28日㈫、B日程：12月11日㈪～28日㈭　
※願書請求は三重中央看護学校ホーム
ページ(　  https://miechuo.hosp.go.jp/
kango_sc/index.html)で

とき／11月19日㈰(雨天時は26日㈰)
集合／神戸矢田部公園9時　内容
／桜島の「暁の碑」を訪ねて(8～
10km)　参加料／300円(当日徴
収)　※弁当持参。初心者歓迎し
ます。

とき／11月14日㈫19時～21時　と
ころ／白子公民館　内容／不登校
のお子さんをお持ちの親を中心と
した集まりです。心配なことや気
になることを一緒にお話ししま
しょう。　参加料／100円

対象／どなたでも　とき／11月11日㈯10時
～14時　ところ／鈴鹿医療科学大学白子
キャンパス   学生ラウンジ(南玉垣町3500-3)　
内容／看護師や保健師が、暮らしの中で気に
なることを一緒に考えます。　参加料／無料　
申込み／不要　※駐車場有

対象／市内在住の小学生　とき／
12月10日㈰9時から　ところ／長
太小学校  体育館　参加料／1種
目200円　申込み・問合せ／11月
10日㈮までに、電子メールで

対象／どなたでも　とき／11月21日㈫・24
日㈮9時45分～12時　ところ／鈴鹿商工
会議所別館(飯野寺家町816)　内容／塗
装工事の前に消費者が知っておくべき知
識を動画で分かりやすく勉強します。　参
加料／無料　申込み／電話で

とき／12月1日㈮14時から(13時30
分開場)　ところ／ふれあいセン
ター  ふれあいホール　内容／気
楽な歌の会です。童謡、フォークソ
ング、歌謡曲をお届けします。　入
場料／無料

対象／就学児以上　とき／11月23
日(木・祝)13時から(12時開場)　
ところ／ふれあいセンター  ふれあ
いホール　内容／二胡、ピアノ、和
楽器、ギター、歌などの演奏会　入
場料／500円

とき／11月18日㈯8時～9時30分(雨天中止)　
集合／神戸公園(神戸5)　内容／仲間と一緒に、
ジョギング(ウオーキング)しながらゴミ拾いをす
るNEWフィットネス　持ち物／軍手(またはトン
グ)、ゴミ袋　参加料／無料　申込み／11月11日
㈯までに電話またはSMS（ショートメール）で

対象／5歳以上　とき／毎週日曜日13
時～15時　ところ／鈴鹿オフィスワー
ク医療福祉専門学校本館2階(住吉
2-24-9)　※学びやすい雰囲気の中、
実績豊かな講師陣が丁寧に指導しま
す。　参加料／無料　申込み／電話で

対象／どなたでも　とき・ところ／
第1・3火曜日19時～20時・牧田公
民館、第1・3木曜日13時～14時・
飯野公民館　内容／初心者のた
めの尺八サークル　参加料／月
2,000円　申込み／電話で

とき／11月24日㈮～27日㈪10時～
17時(最終日は16時まで)　ところ
／スズカ画廊(飯野寺家840)　内
容／日本画、洋画の作品を展示し
ます。　入場料／無料

とき／11月28日㈫11時～14時　ところ／市内飲
食店(詳細は申し込み後)　内容／ギフテッドや
2Eかもしれないお子さんをお持ちの方で、学校
生活やソーシャルスキルの悩み、困り事について
お話ししましょう。　参加料／自身のランチ代　
申込み／電話または電子メールで

やぶ  た りゅうけい

吟風会　稲花支部
坂美代子　 090-5628-9950
ばん   み    よ    こ

鈴鹿友の会
安江 　090-1279-6952
やすえ

重田　 372-1951
しげた かるがもブラスアンサンブル

 　http://www.karugamobrass.com
「家族の会」鈴鹿地区会
下野和子 　370-4620

川﨑洋平　090-7609-2450
　　384-3741

長谷川　 090-9276-9996
は せ が わ 気候変動を考える会すずか

橋詰　090-6577-3617
はしづめ

三重混声合唱団「あんだぁれ70」
木村　 090-8860-9471
き  むら

三重中央医療センター附属三重中央看護学校
　059-259-1177

鈴木利昭　 080-1611-9264
すず  き    としあき つぅの会

橋本　 080-1987-4008
はしもと

鈴鹿みんなの保健室
   minnanosuzucafe@gmail.com

鈴鹿市バドミントン協会
　suzukabad@yahoo.co.jp

(一社)市民講座運営委員会
　0120-689-419

角前　090-5975-8131
かどまえ 出會深雪　090-9998-8594

   sougen.erhu@gmail.com
プロギングみえ(三重県SDGs推進パートナー)
木村　 090-9948-6597
きむら

神戸　090-7431-4819
かんべ

阪田勧山　090-6760-9272
さかたかんざん 鈴鹿カルチャーステーション

　358-6720
ギフテッド・2E親の会 村田 　   090-8294-5605
     rukinuriku800.1122@gmail.com

むらた

とう  か

しものかずこ

かわさきようへい

歌謡入り詩吟体験教室 家事家計講習会

うつ・心神不安定・
自信喪失の方の相談室 第27回かるがも演奏会 認知症の人と

家族の会のつどい
鈴鹿錬成会　柔道教室

生徒募集

劇団花さつき
演劇公演出演者募集

どうする酷暑・豪雨
市の計画を聞こう

合唱団員募集
馬場浩子と歌おう

三重中央看護学校
令和6年度一般入学試験案内

鈴鹿市民歩こう会
参加者募集 鈴鹿不登校を考える親の会 みんなの保健室

すずカフェ 鈴鹿市民バドミントン大会

屋根・外壁塗り替えセミナー 鈴鹿女性コーラス
歌の会 二胡と和楽器の演奏会 プロギング参加者募集

鈴鹿市日本拳法会
体験教室 尺八を吹いてみましょう 第10回SCS絵画教室展 ゆいまーる

～つながり・助け合い～

次回の募集は１月5日号掲載分です
●原稿規格／タイトル15文字程度・本文80文字程度 
●申込み／11月20日㈪から24日㈮までに、ファクスまたは電子メール（　382-2219、　johoseisaku@city.suzuka.lg.jp）で情報政策課へ。なお、機器故障や送信
誤りなどによる掲載漏れ防止のため、ファクスで申し込みされた方は、電話で情報政策課（　382-9036）へご連絡ください。電子メールで申し込みさ
れた方へは、電子メール受信後、こちらから受信完了した旨を必ず返信します。募集期間を過ぎても返信が無い場合は、情報政策課へご連絡ください。

●注意事項／営業、政治、宗教活動と認められるものは、お断りします(企業・自営業者の活動を含む)。
※当事者間のトラブルについて、市は一切関与しません。　※同一主催者の掲載申し込みは1回1記事に限ります。

ば　　ば　ひろ　こ

112023・11・5

であい み ゆき



問合せ　三重労働局総務部
労働保険徴収室（　059-

　226-2100）、最寄りの労働
基準監督署・公共職業安定
所

中小企業退職金共済制度
産業政策課　382-8698　 382-0304

　中小企業退職金共済制度は、
中小企業で働く従業員（パート
も含む）のための外部積立型
の国の退職金制度です。
◆メリット
○新規に加入する事業主に対
して1年間、掛金の一部を
国と市が助成します。
○掛金については法人企業の
場合は損金として、個人企業
の場合は必要経費として、全
額非課税となります。手数料
もかかりません。

※資本金または出資金が1億円を
超える法人の法人事業税には、
外形標準課税が適用されます。

○社外積立で管理が簡単で
す。従業員ごとの納付状況
や退職金試算額を事業主に
お知らせします。
問合せ　中小企業退職金共済
事業本部（　03-6907-1234）

令和6年度
「優良運転者表彰」
交通防犯課　382-9022　 382-7603

　長期安全運転に努めた方は、
一定の要件のもと、「優良運転
者表彰」を受けることができます。
対　象　交通安全協会に加入
し、県内在住で、下記年月日に

運転免許を取得し、一定の期
間、無事故、無違反などの要
件を満たした方
表彰区分と取得年月日

※取得年月日は運転免許証で確認
できます。

申込み　　
　表彰を受けるには、次の①②の
手続きが必要です。
①鈴鹿地区交通安全協会（江
島町3446　鈴鹿警察署内）
窓口で申請書類を取得し、12
月28日㈭までに、同封された
申込（振込）用紙で自動車運
転センターに「運転記録証明
書」を申し込む

※運転記録証明書は、郵便振込(670
円＋手数料)で入手できます。
②令和6年1月31日㈬までに、
要件を記入の上、申請書類と
取得した運転記録証明書を
鈴鹿地区交通安全協会へ
問合せ　（一財）三重県交通安
全協会（　059-253-7744）、
　鈴鹿地区交通安全協会（　
388-1241）

全国一斉
「女性の人権ホットライン」

強化週間
人権政策課　382-9011　 382-2214

　夫やパートナーからの暴力、職
場などでのセクシュアル・ハラス
メント、ストーカー行為など、女性
をめぐるさまざまな人権問題の
相談ができます。

11月は
労働保険未手続事業
一掃強化期間

産業政策課　382-8698　 382-0304

◆労働保険とは
　「労災保険」と「雇用保険」の
総称であり、政府が管理・運営す
る強制保険です。農林水産業の
一部を除き、労働者を1人でも雇
用している場合は、事業主または
労働者の意思の有無に関わらず
成立手続きを行った上で、労働保
険料を納付する必要があります。
〇労災保険（労働者災害補償
保険）：労働者が業務上の事
由、二つ以上の事業の業務を
要因とする事由、または通勤
が原因で負傷、病気になった
場合や死亡された場合に、被
災労働者や遺族を保護する
ため必要な給付を行います。
また、社会復帰促進などの事
業も行っています。
〇雇用保険：労働者の失業や
雇用の継続が困難となった
場合に、労働者の生活や雇
用の安定を図るとともに、再
就職を促進するために必要
な給付を行います。また、労
働者の能力の開発や向上な
どの事業も行っています。
◆労働保険の成立手続きを
怠っていると
　事業主が「故意」または「重
大な過失」により、労災保険の
成立手続きを行わない、いわゆ
る未手続きの期間中に生じた
事故について労災保険給付を
行った場合は、さかのぼって保
険料などを徴収するほか、保険
給付額の40％または100％を
事業主から徴収します（費用徴
収制度）。

シート、作文を直接または簡易
書留で子ども育成課（〒513-
　8701　住所不要）へ
※募集要項や申込書類は、市ホー
ムページ(人事・職員採用)または
子ども育成課で入手できます。

※公立保育所では、パートタイム
会計年度任用職員も随時募集
しています。
◆採用試験
と　き　12月10日㈰9時30
分から
ところ　西条保育所（西条
8-19-1）
内　容　面接と簡単な実技
※合否については、提出書類を含
め総合的に判断し、12月下旬に
文書で通知します。

60歳以降も
国民年金保険料を
納めることができます
保険年金課　382-9401　 382-9455

　20歳以上60歳未満の方が加
入対象の国民年金は、40年間
(480月)全ての期間を納付するこ
とで満額の老齢基礎年金を受け
取ることができます。60歳以上65
歳未満で国民年金保険料を支払

っていない期間がある方は、国民
年金に任意加入することで、受給
権の確保ができるだけでなく、年
金額を満額に近づけることができ
ます。ただし、申し出のあった月か
らの加入となり、さかのぼって加
入することはできません。希望さ
れる方は、保険年金課または津年
金事務所で手続きをしてください。
対　象　60歳以上65歳未満
の方

※厚生年金保険・共済組合等加入者、
および480月満了の方を除きます。
持ち物　本人確認できるもの
（マイナンバーカード、運転免
許証など）、基礎年金番号が
分かるもの（年金手帳、基礎年
金番号通知書、納付書など）、
通帳、通帳届出印

※65歳以上70歳未満の方でも、任
意加入することにより受給権を
確保できる場合がありますので、
お問い合わせください。
問合せ　津年金事務所（　
059-228-9112）

県税差押強化月間
納税課　382-9008　 382-7660

　三重県では、税の公平性と税
収の確保のため、11月と12月を
「差押強化月間」と位置付け、積
極的に滞納処分を実施しています。
　なお、病気や災害などで、一時
的に納税が困難な場合は、鈴鹿
県税事務所へご相談ください。
問合せ　鈴鹿県税事務所（　
382-8660）
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二・小・原、他（取得年月日）
30年表彰
40年表彰
50年表彰

平成5年1月1日～12月31日

昭和48年1月1日～12月31日
昭和58年1月1日～12月31日



問合せ　三重労働局総務部
労働保険徴収室（　059-

　226-2100）、最寄りの労働
基準監督署・公共職業安定
所

中小企業退職金共済制度
産業政策課　382-8698　 382-0304

　中小企業退職金共済制度は、
中小企業で働く従業員（パート
も含む）のための外部積立型
の国の退職金制度です。
◆メリット
○新規に加入する事業主に対
して1年間、掛金の一部を
国と市が助成します。
○掛金については法人企業の
場合は損金として、個人企業
の場合は必要経費として、全
額非課税となります。手数料
もかかりません。

※資本金または出資金が1億円を
超える法人の法人事業税には、
外形標準課税が適用されます。

○社外積立で管理が簡単で
す。従業員ごとの納付状況
や退職金試算額を事業主に
お知らせします。
問合せ　中小企業退職金共済
事業本部（　03-6907-1234）

令和6年度
「優良運転者表彰」
交通防犯課　382-9022　 382-7603

　長期安全運転に努めた方は、
一定の要件のもと、「優良運転
者表彰」を受けることができます。
対　象　交通安全協会に加入
し、県内在住で、下記年月日に

と　き　11月15日㈬～21日㈫
8時30分～19時（土・日曜日 
10時～17時）

※法務局職員と女性の人権擁護委
員がお受けします。

問合せ　津地方法務局人権
擁護課（　059-228-4193）

フルタイム会計年度任用職員
募集(保育士・幼稚園講師)
子ども育成課　382-7606　 382-9054

対　象　次の要件を全て満た
す方
　・保育士資格・幼稚園教諭免
許をいずれも取得済の方、ま
たは令和6年3月末までに取
得見込みの方で、令和6年4
月1日㈪から勤務が可能な方
　・外国籍の方は、永住者または
特別永住者の在留資格を有
すること
　・地方公務員法第16条の欠格
条項に該当しない方
業務内容　保育所または幼稚
園での保育に関する業務
任用条件　給与は21万5,600
円から22万300円までで、各
種手当（期末手当、通勤手当
など）があります。また、社会
保険にも加入します。
定　員　4人程度
申込み　11月6日㈪から12月1
日㈮(土・日曜日、祝日を除く8
時30分～17時15分)までに、
採用試験申込書、エントリー

運転免許を取得し、一定の期
間、無事故、無違反などの要
件を満たした方
表彰区分と取得年月日

※取得年月日は運転免許証で確認
できます。

申込み　　
　表彰を受けるには、次の①②の
手続きが必要です。
①鈴鹿地区交通安全協会（江
島町3446　鈴鹿警察署内）
窓口で申請書類を取得し、12
月28日㈭までに、同封された
申込（振込）用紙で自動車運
転センターに「運転記録証明
書」を申し込む

※運転記録証明書は、郵便振込(670
円＋手数料)で入手できます。
②令和6年1月31日㈬までに、
要件を記入の上、申請書類と
取得した運転記録証明書を
鈴鹿地区交通安全協会へ
問合せ　（一財）三重県交通安
全協会（　059-253-7744）、
　鈴鹿地区交通安全協会（　
388-1241）

全国一斉
「女性の人権ホットライン」

強化週間
人権政策課　382-9011　 382-2214

　夫やパートナーからの暴力、職
場などでのセクシュアル・ハラス
メント、ストーカー行為など、女性
をめぐるさまざまな人権問題の
相談ができます。

シート、作文を直接または簡易
書留で子ども育成課（〒513-
　8701　住所不要）へ
※募集要項や申込書類は、市ホー
ムページ(人事・職員採用)または
子ども育成課で入手できます。

※公立保育所では、パートタイム
会計年度任用職員も随時募集
しています。
◆採用試験
と　き　12月10日㈰9時30
分から
ところ　西条保育所（西条
8-19-1）
内　容　面接と簡単な実技
※合否については、提出書類を含
め総合的に判断し、12月下旬に
文書で通知します。

60歳以降も
国民年金保険料を
納めることができます
保険年金課　382-9401　 382-9455

　20歳以上60歳未満の方が加
入対象の国民年金は、40年間
(480月)全ての期間を納付するこ
とで満額の老齢基礎年金を受け
取ることができます。60歳以上65
歳未満で国民年金保険料を支払

っていない期間がある方は、国民
年金に任意加入することで、受給
権の確保ができるだけでなく、年
金額を満額に近づけることができ
ます。ただし、申し出のあった月か
らの加入となり、さかのぼって加
入することはできません。希望さ
れる方は、保険年金課または津年
金事務所で手続きをしてください。
対　象　60歳以上65歳未満
の方

※厚生年金保険・共済組合等加入者、
および480月満了の方を除きます。
持ち物　本人確認できるもの
（マイナンバーカード、運転免
許証など）、基礎年金番号が
分かるもの（年金手帳、基礎年
金番号通知書、納付書など）、
通帳、通帳届出印

※65歳以上70歳未満の方でも、任
意加入することにより受給権を
確保できる場合がありますので、
お問い合わせください。
問合せ　津年金事務所（　
059-228-9112）

県税差押強化月間
納税課　382-9008　 382-7660

　三重県では、税の公平性と税
収の確保のため、11月と12月を
「差押強化月間」と位置付け、積
極的に滞納処分を実施しています。
　なお、病気や災害などで、一時
的に納税が困難な場合は、鈴鹿
県税事務所へご相談ください。
問合せ　鈴鹿県税事務所（　
382-8660）
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電　話 電子メール ホームページファクス 鈴鹿市の
市外局番・・・059

女性の人権ホットライン
　0570-070-810



裁判員候補者の
名簿記載通知発送
選挙管理委員会事務局
　382-9001　 384-3302

　令和6年の裁判員候補者名
簿に登録された方には、11月中
旬に名簿に登録されたことの通
知（名簿記載通知）を送付しま
す。この通知は、令和6年2月ご
ろからの約1年間、裁判員に選
ばれる可能性があることを事前
にお伝えするもので、この段階
では、裁判所に出向く必要はあ
りません。
　また、名簿記載通知と併せて
調査票を送付します。この調査
票は、裁判員候補者の方の事情
を早期に把握し、裁判員候補者
の方々の負担を軽減するための
もので、調査項目に該当しない方
は、返送の必要はありません。
　辞退できる時期に期限はなく、
調査票で辞退をしなかった場合
でも、実際の裁判で裁判員候補
者に選ばれた後に辞退すること
もできます。
対　象　令和5年9月1日時点で
18歳以上の方

※裁判員候補者名簿は、市区町村
の選挙管理委員会が選挙人名
簿からくじで無作為抽出した名
簿を基に、全国の地方裁判所で
作成します。

◆4つの権利
○生きる権利
○育つ権利
○守られる権利
○参加する権利
◆4つの基本原則
○生命・生存および発達に対する
　権利
○子どもの最善の利益
○子どもの意見の尊重
○子どもに対する差別の禁止
 　
鈴鹿国際交流フェスタ2024
「わいわい春まつり」
実行委員募集

（公財）鈴鹿国際交流協会
　383-0724　 383-0639
　　sifa@mecha.ne.jp

　令和6年4月に実施予定の
国際交流フェスタ「わいわい春
まつり」の企画や運営を行う実
行委員を募集します。
　異文化交流しながら、すてきな
祭りをつくりましょう。
※国籍や年齢は問いません。　
申込み　12月5日㈫までに、住
所・氏名・電話番号を電子メ
ールで（公財）鈴鹿国際交流
協会へ
◆第1回会議(予定)
と　き　12月7日㈭19時から
ところ　男女共同参画センター 
ホール

※以後、毎月1回定例会を開催します。

問合せ　津地方裁判所事務局
総務課庶務係（　059-226-
　4172）

住生活総合調査
住宅政策課　382-7616　 382-8188

　国が実施する住生活総合調
査は、住生活の安定・向上に係る
総合的な施策を推進する上で必
要な調査です。
　10月に実施した住宅・土地統
計調査に回答いただいた世帯の
中から抽出した世帯へ、11月下
旬から調査票が送付されますの
で、ご協力をお願いします。
回答方法　オンラインまたは郵
送
問合せ　令和5年住生活総合
調査事務局（　0120-169-
037　 https://www.mlit.

　go.jp/jutakukentiku/house/
　r5_jyuseikatsu_sougou_
　chousa.html)

子どもの権利を
守りましょう

子ども政策課　382-7661　 382-9054

　11月20日は「世界子どもの日」
です。「児童の権利に関する条
約」では子どもの権利を保障する
ため、18歳未満の子どもを「権利
をもつ主体」と位置づけ、次の4つ
の権利と基本原則を定めていま
す。この機会に、これらの権利や
原則への理解を深めましょう。

告
広
料
有

※｢広報すずか｣の発行経費の一部に充てるため、有料広告を掲載しています。内容に関する責任は広告主に帰属します。

告
広
料
有
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電　話 電子メール ホームページファクス 鈴鹿市の
市外局番・・・059

※有料広告掲載に関するお問い合わせは、情報政策課(　382-9036)へ

告
広
料
有
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申込資格　次の要件全てに該当する方
1.市内に在住または勤務していること
2.同居する親族（婚約者を含む）がいること
3.住宅に困窮していることが明らかなこと
4.市税の滞納がないこと
5.鈴鹿市市営住宅条例に定める収入基準に該当し
　ていること
6.暴力団員でないこと
7.過去、市営住宅に入居していた時に、当該住宅の
　家賃などを滞納していないこと
8.市営住宅の明け渡し請求を受けていないこと
9.連帯保証人を1人立てること
※高齢者世帯は、前記要件を全て満たし、60歳以上の方
がいる世帯が対象です。

※身体障がい者世帯は、前記要件を全て満たし、身体障
害者手帳所持の方がいる世帯が対象です。

※要介護者などのいる世帯は、前記要件を全て満たし、
要支援または要介護認定を受けた介護保険被保険者
証所持の方がいる世帯が対象です。

※単身者の入居資格要件については、住宅政策課へお
問い合わせください。

市営住宅の入居者募集
住宅政策課　382-7616　 382-8188

申込み　11月6日㈪から30日㈭(土・日曜日、祝日を
除く8時30分～17時15分)まで(必着)に、所定の
申込書類に必要書類を添えて、直接または郵送で
住宅政策課へ

※申込書類は11月6日(月)から住宅政策課窓口および
市ホームページで入手できます。

選考方法　応募者多数の場合は、12月8日㈮(予
定)に公開抽選会で決定します。

※応募状況によっては、公開抽選会の日程を追加する
ことがあります。
入居時期　令和6年2月1日㈭（予定）
※高齢者世帯、障がい者世帯、ひとり親世帯など優先措
置を受けられる場合がありますので、申し込みの際に
申し出てください。

※募集戸数、内容については、状況により変更する場合
があります。

※駐車場は1部屋につき、1台のみです。
※居室の照明などは、入居者負担です。
※福祉対応型住戸は、手すりの設置や段差解消の工事
済みです。

※浴槽・風呂釜などの風呂設備は設置済みです。
※ペットなど生き物の飼育・持ち込みは禁止です。

家賃
1万4,600円～2万8,700円
1万8,000円～3万5,400円
1万5,000円～3万2,200円
1万5,800円～3万3,500円
1万2,800円～2万5,100円
1万7,100円～3万6,000円
1万5,200円～2万9,900円
2万1,700円～4万2,600円
2万4,000円～4万7,100円

戸数
1戸
1戸
3戸
2戸
1戸
4戸
1戸
1戸
1戸

階層
2階
2階
1～2階
2階
3階
3～4階
4階
2階
3階

団地名
一ノ宮団地
ハイツ旭が丘
十宮団地
桜島団地
一ノ宮団地
ハイツ旭が丘
桜島団地
高岡山杜の郷
潮風の街磯山

単身
〇
×
×
×
×
×
×
条件有
×

募集枠

高齢者・身体障がい者・
要介護者等世帯向け

一般世帯向け
（身体障がい者・
高齢者世帯不可）

世帯区分なし

備考
　
　
　

福祉対応型住居

※家賃は申込者の世帯所得を基準に算定します。なお、家賃以外に敷金・共益費などが必要です。



体験講座
「天平衣装を着てみよう」
考古博物館　374-1994　 374-0986
　 kokohakubutsukan@city.suzuka.lg.jp

　伊勢国分寺が建立された天
平時代の衣服について学びなが
ら、再現衣装を着用します。
と　き　11月18日㈯・19日㈰
　各日9時30分、11時、13時30
分、15時から

ところ　考古博物館　シアター
講　師　考古博物館学芸員
定　員　各回6人程度（先着
順）
参加料　100円
申込み　希望日時・人数・希望
者の氏名・年齢・電話番号を
直接、電話または電子メール
で考古博物館（月曜日を除く8
時30分～17時15分）へ

※予約優先です。当日、空きがあれ
ば参加できます。

※11月18日㈯・19日㈰は、関西文
化の日を記念して、常設・企画展
示の観覧が無料です。

市代表小学生ランナー募集
（市町対抗駅伝小学生選考会）
スポーツ課　382-9029　 382-9071

対　象　小学3～6年生
※小学5・6年生は、市内在住者の
み参加できます。

※出場する5・6年生の中から、令和
6年2月18日㈰開催の「第17回美
し国三重市町対抗駅伝」に参加で
きる上位男女3人ずつ（補員含む)
を市代表として選出する予定です。

と　き　12月2日㈯13時（競技
開始予定）

ところ　AGF鈴鹿陸上競技場
内　容
　・5・6年生（男子2,000ｍ、女子
1,500ｍ）
　・3・4年生（男子1,000ｍ、女子
1,000ｍ）　

※詳しくは、鈴鹿市陸上競技協会
ホームページ(　https://suzukark.

　sakura.ne.jp/)をご覧ください。
参加料　無料
申込み　11月24日㈮までに、
次のエントリーフォームで
問合せ　鈴鹿市陸上競技協会
（　infosuzuka@suzukark.jp）

転入ママのつどい
子ども政策課　382-7661　 382-9054

　転入ママならではの悩みを共
有したり、お子さんを遊ばせたりし
て、気軽に話せる子育て仲間を
つくりましょう。
対　象　市内に転入してきた就
学前のお子さんをもつ保護者

※初めて参加される方を優先します。
と　き　
①11月24日㈮10時～11時30分
（交流会）
②11月30日㈭9時～12時
※②は①に参加した方を対象とした
自由参加です。

※今年度は、4回開催予定です。今回
は3回目です。

ところ　子育て応援館（白子駅
前6-33　387-6125）
定　員　6人程度（先着順）
参加料　無料
※託児はありませんので、お子さ
んと一緒にご参加ください。
申込み　11月13日㈪から17日
㈮（8時30分～17時15分）まで
に、直接または電話で子ども
政策課へ

第52回信綱祭
文化財課　382-9031　 382-9071

主催・問合せ　電子メールで
佐佐木信綱顕彰会（　nobu63

　karuta@mecha.ne.jp）

納税の休日窓口と納税・
国民健康保険料の夜間窓口
納税課　382-9008　 382-7660

保険年金課　382-9290　 382-9455 

ところ　納税課
内　容　市税・国民健康保険料 
の納付、納税相談、口座振替
の手続きなど

※北通用口は利用できません。南
玄関からお越しください。

◆休日窓口（市税）
と　き　11月26日㈰9時～12時
◆夜間窓口（市税、保険料）
と　き　11月30日㈭17時15分
～20時

インボイス制度説明会と
登録要否相談会

市民税課　382-9446　 382-7604

　10月1日から、消費税のイン
ボイス制度が始まりました。
　消費税のインボイス制度説明
会と、インボイス発行事業者に登
録するか検討している方を対象と
した登録要否相談会を開催します。
と　き　11月22日㈬
①9時から11時45分の間に3
回開催
②13時から16時30分の間に4
回開催

※各回とも登録要否相談会を開催
します。

※消費税の仕組みから理解したい
方は、②に参加してください。

ところ　鈴鹿税務署　会議室
（神戸9-24-45）
定　員　各回2人(要予約)
申込み　11月21日㈫までに、電
話で鈴鹿税務署法人課税部
門（　382-0618）または個人
課税部門（　382-0353）へ

おもちゃ病院の開設
廃棄物対策課　382-7609　 382-2214

と　き　11月19日㈰10時～13時
ところ　市役所別館第3　2階
会議室
持ち物　修理したいおもちゃと
その取扱説明書

※1家族1点までです。
修理後の引渡し　廃棄物対策
課でお渡しします（当日修理
が完了したものは当日）。

※保管期間は半年間です。
※テレビゲーム、キッズコンピュー
ター、ぬいぐるみ、大型遊具、楽
器（電子ピアノ・笛・ハーモニカな
ど）、幼児用電動バイクなどは修
理できません。

※当日都合の悪い方は、事前に廃
棄物対策課にお持ち込みいた
だくことも可能です。

※次回は令和6年2月18日㈰に開
催予定です。

鈴鹿フラワーパーク
フェスタ2023

市街地整備課　382-9025　 382-7615

と　き　11月19日㈰10時～
14時(雨天決行)

ところ　鈴鹿フラワーパーク　
(加佐登町1690-1)
内　容　新鮮野菜などの販売、
模擬店の出店、バンド演奏、
輪投げ、ストラックアウト　など

※天候などにより変更する場合が
あります。

アクセス　近鉄平田町駅から
C-BUS椿・平田線椿まわり
に乗車→荒神山・フラワーパ
ーク下車徒歩5分、または荒
神山口下車徒歩15分（バス
の所要時間約20分、片道
300円）

※バスにより、荒神山・フラワーパ
ークまたは荒神山口のいずれか
にしか停車しませんので、乗車
前にご確認ください。

16 2023・11・5

エントリー
フォーム



スポーツの杜鈴鹿短期教室
三重交通Gスポーツの杜鈴鹿　392-7071　 372-2260

体験講座
「天平衣装を着てみよう」
考古博物館　374-1994　 374-0986
　 kokohakubutsukan@city.suzuka.lg.jp

　伊勢国分寺が建立された天
平時代の衣服について学びなが
ら、再現衣装を着用します。
と　き　11月18日㈯・19日㈰
　各日9時30分、11時、13時30
分、15時から

ところ　考古博物館　シアター
講　師　考古博物館学芸員
定　員　各回6人程度（先着
順）
参加料　100円
申込み　希望日時・人数・希望
者の氏名・年齢・電話番号を
直接、電話または電子メール
で考古博物館（月曜日を除く8
時30分～17時15分）へ

※予約優先です。当日、空きがあれ
ば参加できます。

※11月18日㈯・19日㈰は、関西文
化の日を記念して、常設・企画展
示の観覧が無料です。

市代表小学生ランナー募集
（市町対抗駅伝小学生選考会）
スポーツ課　382-9029　 382-9071

対　象　小学3～6年生
※小学5・6年生は、市内在住者の
み参加できます。

※出場する5・6年生の中から、令和
6年2月18日㈰開催の「第17回美
し国三重市町対抗駅伝」に参加で
きる上位男女3人ずつ（補員含む)
を市代表として選出する予定です。

と　き　12月2日㈯13時（競技
開始予定）

ところ　AGF鈴鹿陸上競技場
内　容
　・5・6年生（男子2,000ｍ、女子
1,500ｍ）
　・3・4年生（男子1,000ｍ、女子
1,000ｍ）　

※詳しくは、佐佐木信綱顕彰会ホーム
ページ(　 http://nobutsuna-

　karuta.org)をご覧ください。
◆第1部　講演会
と　き　11月11日㈯12時30
分～16時（開場12時）

ところ　労働福祉会館（神戸
地子町388）
内容・講師　　
〇信綱の北海道旅行　
　講師：加藤龍宗さん（日本吟
道学院みえ連合会・水心会
会長）
〇信綱と女流歌人たち
　講師：文化財課学芸員
定　員　80人（先着順）
申込み　11月8日㈬までに、電
子メールで佐佐木信綱顕彰
会へ
◆第2部　佐佐木信綱顕彰歌会
と　き　11月25日㈯13時～
16時（開場12時30分）

ところ　労働福祉会館
内　容　入選者表彰式、選者
（佐佐木幸綱さん、佐佐木頼綱
さん）による講評・講演
参加料　無料

※詳しくは、鈴鹿市陸上競技協会
ホームページ(　https://suzukark.

　sakura.ne.jp/)をご覧ください。
参加料　無料
申込み　11月24日㈮までに、
次のエントリーフォームで
問合せ　鈴鹿市陸上競技協会
（　infosuzuka@suzukark.jp）

転入ママのつどい
子ども政策課　382-7661　 382-9054

　転入ママならではの悩みを共
有したり、お子さんを遊ばせたりし
て、気軽に話せる子育て仲間を
つくりましょう。
対　象　市内に転入してきた就
学前のお子さんをもつ保護者

※初めて参加される方を優先します。
と　き　
①11月24日㈮10時～11時30分
（交流会）
②11月30日㈭9時～12時
※②は①に参加した方を対象とした
自由参加です。

※今年度は、4回開催予定です。今回
は3回目です。

ところ　子育て応援館（白子駅
前6-33　387-6125）
定　員　6人程度（先着順）
参加料　無料
※託児はありませんので、お子さ
んと一緒にご参加ください。
申込み　11月13日㈪から17日
㈮（8時30分～17時15分）まで
に、直接または電話で子ども
政策課へ

第52回信綱祭
文化財課　382-9031　 382-9071

主催・問合せ　電子メールで
佐佐木信綱顕彰会（　nobu63

　karuta@mecha.ne.jp）

おもちゃ病院の開設
廃棄物対策課　382-7609　 382-2214

と　き　11月19日㈰10時～13時
ところ　市役所別館第3　2階
会議室
持ち物　修理したいおもちゃと
その取扱説明書

※1家族1点までです。
修理後の引渡し　廃棄物対策
課でお渡しします（当日修理
が完了したものは当日）。

※保管期間は半年間です。
※テレビゲーム、キッズコンピュー
ター、ぬいぐるみ、大型遊具、楽
器（電子ピアノ・笛・ハーモニカな
ど）、幼児用電動バイクなどは修
理できません。

※当日都合の悪い方は、事前に廃
棄物対策課にお持ち込みいた
だくことも可能です。

※次回は令和6年2月18日㈰に開
催予定です。

鈴鹿フラワーパーク
フェスタ2023

市街地整備課　382-9025　 382-7615

と　き　11月19日㈰10時～
14時(雨天決行)

ところ　鈴鹿フラワーパーク　
(加佐登町1690-1)
内　容　新鮮野菜などの販売、
模擬店の出店、バンド演奏、
輪投げ、ストラックアウト　など

※天候などにより変更する場合が
あります。

アクセス　近鉄平田町駅から
C-BUS椿・平田線椿まわり
に乗車→荒神山・フラワーパ
ーク下車徒歩5分、または荒
神山口下車徒歩15分（バス
の所要時間約20分、片道
300円）

※バスにより、荒神山・フラワーパ
ークまたは荒神山口のいずれか
にしか停車しませんので、乗車
前にご確認ください。

申込み　11月7日㈫(先着順)から、直接水泳場窓口または
短期教室申込みフォームで

172023・11・5

電　話 電子メール ホームページファクス 鈴鹿市の
市外局番・・・059

短期教室
申込みフォーム 

さ さ つな つなゆきき さ さ き より

か とう りゅう そう

フリースタイル～初級～
キッズダンス★

やさしいバレトン

ズンバ ～夜レッスン～

エクササイズ
バランスボール

教室名

小学生

18歳以上の方

(子どもの同伴可)
18歳以上の女性 

対象

 (各火曜日)
19日・26日
12月12日・

12月11日㈪

12月8日㈮

12月1日㈮

日程

18時～19時

14時30分
13時30分～

19時～20時

11時～12時

時間

スタジオ
水泳場

会議室
水泳場

ところ

各10

20

15

15

(人)
定員

各900円

1,100円

1,100円

1,500 円

(税込)
参加料

室内シューズ

ヨガマット

室内シューズ

ヨガマット

持ち物

時刻表

こう じん やま



と　き　12月3日㈰13時30
分～18時 
ところ　鈴鹿医療科学大学白
子キャンパス6号館（南玉垣
町3500-3、駐車場あり） 
内　容　教育講演2題、特別
講演2題
定　員　200人
参加料　6,000円
申込み　11月22日㈬までに、
学会ホームページ（　 https://
　www.jsmd2013.jp/meeting/）
　で
主催・問合せ　日本薬膳学会
事務局（　384-9211（土・日
曜日を除く9時～17時））

がん患者と家族の
おしゃべりサロンin鈴鹿
健康づくり課　327-5030　 382-4187

　がん患者の皆さんの交流、情
報交換の場です。同じ病気の方
の話を聞いたり、悩みを話したり
してみましょう。
対　象　がん患者とその家族
と　き　11月24日㈮13時30
分～15時30分
ところ　保健センター（西条
5-118-3）
参加料　無料
申込み　事前に、電話で三重
県がん相談支援センター（　
059-223-1616）へ

※感染症や悪天候などで中止になる
場合があります。事前にご確認
ください。

市民健康講座
歯周病ってどんな病気？
そして治るの？

健康づくり課　327-5030　 382-4187

　歯周病と、糖尿病をはじめと
する生活習慣病との関係につ
いて、歯科医師が分かりやすく
講演します。

対　象　市内在住の方
と　き　12月7日㈭13時15
分～14時30分
ところ　ふれあいセンター（南
玉垣町6600）

※駐車場に限りがありますので、なる
べく乗り合わせでお越しください。
講　師　後藤賢亮さん（歯科
医師）
定　員　200人（先着順）
申込み　11月6日㈪から、電話
で健康づくり課へ

多言語災害ボランティア
養成研修(基礎編)
（公財）鈴鹿国際交流協会
　383-0724　 383-0639
　 sifa@mecha.ne.jp

　災害時に、外国人市民へ円
滑に情報提供できる方を養成
します。
※定期的に研修を行うほか、市の
防災訓練や、鈴鹿市社会福祉協
議会のボランティアセンター設置・
運営訓練に参加していただきます
（予定）。
対　象　外国語が話せる方、
外国人に分かりやすい日本
語で伝えたい方
と　き　11月19日㈰14時～
15時30分
ところ　男女共同参画センター
内　容　活動の説明、やさしい
日本語、多言語表示シートな
どの説明
申込み　11月16日㈭までに、氏
名・住所・電話番号・対応可能
言語(やさしい日本語を含む)
を、ファクスまたは電子メール
で(公財)鈴鹿国際交流協会
へ

令和5年度鈴鹿市立
幼稚園・小学校美術作品展
教育指導課　382-9028　 383-7878

と　き　12月2日㈯・3日㈰10
時～17時、4日㈪10時～13時
ところ　イオンモール鈴鹿2階
イオンホール（庄野羽山4-1-2）
内　容　市立幼稚園6園・小
学校30校の子どもたちの個
性を生かした絵画、デザイン
などの美術作品の展示
入場料　無料

ポリテクセンター三重
1月開講コース

職業訓練受講生募集
産業政策課　382-8698　 382-0304

対　象　求職者の方
※受講希望者は施設見学会（平日木
曜日または日曜日（月1回のみ））へ
の参加が必要です。
訓練期間　令和6年1月5日㈮
～6月26日㈬ 
募集科　テクニカルオペレーション
科、電気設備技術科 
定　員　15人(選考あり) 
受講料　無料 
申込み・問合せ　12月1日㈮まで
に、ポリテクセンター三重
（四日市市西日野町4691　
　059-320-2645　 https://
　www3.jeed.go.jp/mie/
　poly/）へ 
※訓練期間中、無料で託児サービス
を利用できます（要申込）。 

日本薬膳学会学術総会
～日本の薬膳を考える～
健康づくり課　382-2252　 382-4187

　食や健康に関する教育講演
や特別講演を行います。
※薬膳あられや薬膳マカロン、薬
膳茶などの販売も行います。

　・日本で生活するムスリムの方の
困りごと　など
講　師　竹野富之さん（鈴鹿大学
助教)、バングラデシュの留学生

参加料　無料
申込み　11月30日㈭までに、
氏名・電話番号・受講方法を
記入の上、電子メールで（公
財）鈴鹿国際交流協会へ

※オンライン受講者へ専用URLと
パスワードを返信します。

フリーマーケット
三重交通Gスポーツの杜鈴鹿(体育館)

　372-8850　 372-3722

と　き　12月2日㈯10時～15時
ところ　三重交通Gスポーツの
杜鈴鹿　体育館
内　容
〇アリーナ内：フリーマーケット、
ワンコイン手作り体験

〇体育館前：飲食ブース
入場料　無料
◆出店者募集 　　　
内　容　1ブース3m×2m
出店数　80ブース（先着順）
出店料　1,500円
申込み　11月11日㈯9時から、
直接または電話で体育館へ
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電　話 電子メール ホームページファクス 鈴鹿市の
市外局番・・・059

交 通 防 犯 課　 382-9022　 382-7603　 kotsubohan@city.suzuka.lg.jp
人 権 政 策 課　 382-9011　 382-2214　 jinkenseisaku@city.suzuka.lg.jp

　私たちの誰もが、基本的人権の下に、幸福に生き
る権利があります。しかし、ある日突然、犯罪などに
巻き込まれることで、幸福に生きる権利を奪われて
しまうことがあります。
　犯罪などで被害を受けた被害者本人だけでなく、
その家族や遺族を「犯罪被害者等」といい、犯罪被
害者等になると、さまざまな理不尽な出来事に脅か
されることになります。犯罪被害者等は、直接受けた
犯罪被害はもちろん、受傷による後遺症や、精神的
な負担などによる心身の不調が起こり、そのことから、
医療費の負担が増大する場合があります。また、事
件が起因となり、失業・転職を強いられるなど経済的
な困窮に陥ることもあります。これら以外にも、過剰な
取材や報道、興味本位から起こるうわさ、心ない中
傷、SNSなどへの書き込みによる名誉毀損、プライバ
シーの侵害などによる精神的な苦痛という二次被害
に遭うことも少なくありません。

　このような犯罪被害者等が置かれている状況を、
広く皆さんに理解してもらうため、11月25日から12月1
日までの1週間を「犯罪被害者週間」と定め、犯罪被
害者等の名誉や平穏な生活への配慮の重要性など
について、全国各地で啓発事業が実施されます。
　本市でも令和3年4月に犯罪被害者等支援条例を
施行し、犯罪被害者等への支援に取り組んでいます。
条例では、市は「関係機関などと連携して支援を実
施する責務」、市民に対しては「理解、配慮、協力に
努める役割」を設け、事業者には「就労および勤務
への配慮」を設けており、犯罪被害者等を社会全体
で支えていくことを目指しています。
　犯罪被害者等には、誰
もがなる可能性があります。
この機会に、家族や地域
などで、犯罪被害者等に
ついて一緒に考えましょう。

「犯罪被害者等」についてともに考えましょう　

と　き　12月3日㈰13時30
分～18時 
ところ　鈴鹿医療科学大学白
子キャンパス6号館（南玉垣
町3500-3、駐車場あり） 
内　容　教育講演2題、特別
講演2題
定　員　200人
参加料　6,000円
申込み　11月22日㈬までに、
学会ホームページ（　 https://
　www.jsmd2013.jp/meeting/）
　で
主催・問合せ　日本薬膳学会
事務局（　384-9211（土・日
曜日を除く9時～17時））

がん患者と家族の
おしゃべりサロンin鈴鹿
健康づくり課　327-5030　 382-4187

　がん患者の皆さんの交流、情
報交換の場です。同じ病気の方
の話を聞いたり、悩みを話したり
してみましょう。
対　象　がん患者とその家族
と　き　11月24日㈮13時30
分～15時30分
ところ　保健センター（西条
5-118-3）
参加料　無料
申込み　事前に、電話で三重
県がん相談支援センター（　
059-223-1616）へ

※感染症や悪天候などで中止になる
場合があります。事前にご確認
ください。

市民健康講座
歯周病ってどんな病気？
そして治るの？

健康づくり課　327-5030　 382-4187

　歯周病と、糖尿病をはじめと
する生活習慣病との関係につ
いて、歯科医師が分かりやすく
講演します。

国際理解講座
「ムスリムの日常」
（公財）鈴鹿国際交流協会
　383-0724　 383-0639
　　sifa@mecha.ne.jp

　世界三大宗教の1つであるイス
ラム教の信徒をムスリムといい、
市内在住の外国人の約5％がム
スリムの方です。イスラム教やムス
リムの日常について学びます。
と　き　12月2日㈯13時30
分～15時
ところ　さくら幼稚園（鈴鹿ハ
イツ5-45）

※対面またはオンライン会議ツール
「Zoom」のいずれかを選択して
受講できます。

内　容　
　・ムスリムの日常について
　・食事、テーブルマナー、断食、礼拝、
服装、施し、トイレ事情について

対　象　市内在住の方
と　き　12月7日㈭13時15
分～14時30分
ところ　ふれあいセンター（南
玉垣町6600）

※駐車場に限りがありますので、なる
べく乗り合わせでお越しください。
講　師　後藤賢亮さん（歯科
医師）
定　員　200人（先着順）
申込み　11月6日㈪から、電話
で健康づくり課へ

多言語災害ボランティア
養成研修(基礎編)
（公財）鈴鹿国際交流協会
　383-0724　 383-0639
　 sifa@mecha.ne.jp

　災害時に、外国人市民へ円
滑に情報提供できる方を養成
します。
※定期的に研修を行うほか、市の
防災訓練や、鈴鹿市社会福祉協
議会のボランティアセンター設置・
運営訓練に参加していただきます
（予定）。
対　象　外国語が話せる方、
外国人に分かりやすい日本
語で伝えたい方
と　き　11月19日㈰14時～
15時30分
ところ　男女共同参画センター
内　容　活動の説明、やさしい
日本語、多言語表示シートな
どの説明
申込み　11月16日㈭までに、氏
名・住所・電話番号・対応可能
言語(やさしい日本語を含む)
を、ファクスまたは電子メール
で(公財)鈴鹿国際交流協会
へ

　・日本で生活するムスリムの方の
困りごと　など
講　師　竹野富之さん（鈴鹿大学
助教)、バングラデシュの留学生

参加料　無料
申込み　11月30日㈭までに、
氏名・電話番号・受講方法を
記入の上、電子メールで（公
財）鈴鹿国際交流協会へ

※オンライン受講者へ専用URLと
パスワードを返信します。

フリーマーケット
三重交通Gスポーツの杜鈴鹿(体育館)

　372-8850　 372-3722

と　き　12月2日㈯10時～15時
ところ　三重交通Gスポーツの
杜鈴鹿　体育館
内　容
〇アリーナ内：フリーマーケット、
ワンコイン手作り体験

〇体育館前：飲食ブース
入場料　無料
◆出店者募集 　　　
内　容　1ブース3m×2m
出店数　80ブース（先着順）
出店料　1,500円
申込み　11月11日㈯9時から、
直接または電話で体育館へ
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〇国民健康保険料…5期
【納期限は11月30日㈭です】

の11月 納税 納付・

たけ の よし ゆき

■お詫びと訂正　広報すずか10月5日号20ページの問合せ先について下記のとおり誤りがありました。お詫びして訂正します。
　　　　　　　　日の本クラブ飯野・日の本クラブ飯野2：正「　378-2003」誤「　387-2003」
　　　　　　　　平成の寺子屋 神戸みらい塾：正「　384-1155」誤「　382-1155」



広 報すずか 　2 0 2 3 年 1 1 月 5 日 号
　先日、ラグビーワールドカップのパブリックビュー
イングを取材しました。会場となったイオンモール
鈴鹿には、三重ホンダヒートの選手を含む多くの観
客が集結し、日本代表が得点するたびに、会場は大
いに盛り上がりました。惜しくも日本代表は敗れま
したが、声を掛け合いながら最後まで戦う選手の姿
に、心を動かされました。
　さて、今回の特集で取り上げた「非認知能力」は、

日常生活や社会活動において重要な能力とされ
ますが、ラグビー日本代表選手をはじめ、トップレ
ベルで活躍する皆さんは、高度な非認知能力を多
く持ち合わせているように感じます。
　この能力は、大人になっても伸ばすことができ
るそうです。私も、自分の強みや課題を改めて認
識し、自身のさまざまな非認知能力を伸ばしてい
きたいと思います。（晴）

■発行／鈴鹿市　〒513-8701 鈴鹿市神戸一丁目18番18号  　 059-382-1100（代表） https：//www.city.suzuka.lg.jp/
■編集／政策経営部情報政策課　　 059-382-9036　   059-382-2219 johoseisaku＠city.suzuka.lg.jp
■印刷・制作／指定就労継続支援事業所　八野就労支援センター印刷係
　　　　　　　  059-375-4381　　  059-340-8810

　1963（昭和38）年、前年に開場したばかりの鈴鹿サー
キットで、春に4輪、秋に2輪の「日本グランプリ」が初めて
開催されました。
　「国名＋グランプリ」は、その国の最高峰に位置付けられ
るレースで、4輪の日本グランプリが独自の国際レースとし
て行われたのに対し、2輪の日本グランプリは、各国を転戦
して争われる世界選手権シリーズの最終戦として行われま
した。つまり日本初の世界選手権レースでもあったのです。

　11月10日に行われた決勝は、250㏄クラスチャンピオ
ン決定の舞台となりました。レースはホンダとヤマハが
激突する構図となり、上位3台の順位が毎周のように入
れ替わるなどの激戦で、大観衆をわかせました。
　24周の戦いを制し、世界王者に輝いたのはイギリスの
ジム・レッドマン選手（ホンダ）でしたが、特筆すべきは
伊藤史朗選手（ヤマハ）が見事
2位に入ったことです。
　誕生したばかりの国際サー
キットで、日本製マシンと選手が
輝きを放ったことは、日本の
モータースポーツの発展を予感
させるような出来事でした。

スマートフォン用
広報すずか

初の世界選手権で輝いた“ニッポン”

■中野能成（鈴鹿モータースポーツ友の会　事務局）　
なか   の  よし しげ

この冊子は資源ごみの「新聞」に分別してください。
QRコードはデンソーウェーブの登録商標です。

▲グランドスタンド前を疾走
　する上位3台 

い     とう   ふみ    お

みんなで楽しもう !

NEW SPORTS
ティーボール

VOL.8

今月のスポー
ツ

今月のスポー
ツ

　ティーボールは、野球やソフトボールと似た
スポーツで、ルールの大きな違いは、投手が
いないことです。打者が、バッティングティー上
の止まったボールを打ち、ベースを回って点を
とります。
　ボールとバットが柔らかく、野球やソフト
ボールよりも安全に楽しむことができます。

　誰もがいつまでも楽しめるニュースポーツ。このコーナー
では、さまざまなニュースポーツの魅力を紹介します。

　打者はボールを打ちやすく、守備側もボールが頻繁
に飛んでくるのでプレーする機会が多く、子どもから
お年寄りまで楽しめます。

競技のここが楽しい！競技のここが楽しい！

スポーツ推進委員

馬場　良樹 さん
ば　ば　　 よし　き

　止まったボー
ルを打つため
簡単で、誰でも
打つ喜びを味
わえます。

　ボールを打つことがで
きて楽しかったです。

　AGF鈴鹿体育館では、ティーボールの道具の貸出
しを行っています。詳しくは、スポーツ課へ

スポーツ課　　382-9029　　382-9071問合せ

SUZUKA CIRCUIT
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